
科目名 生命科学 （Life Science）

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

90 時間

担　当　教　員 【常勤】　教授　根來　宗孝、　天内　和人 （徳山高専）

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

生命科学の基本的な概念を理解するとともに、科学的な見方、考え方を身につける。目標とする到達の水準は、大学理工系基礎教養
レベルとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1) 発生工学の基本的な概念を説
明できる。
(2) 発生遺伝子によるボディープランの形成を説明できる。
(3) 食物や化合物がどのような道筋で体内に移行し、排泄されるかを説明できる。（食物の消化と吸収について、胃、小腸、大腸の構造
と働きを説明することができる。肝臓における化合物の代謝と解毒 について説明できる。 呼吸器の働きについて説明することができ
る。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4) 免疫のしくみと新病原体およびDNA多型について
説明できる。
(5) 癌、老化と寿命に関する基本的な事柄について説明できる。

第1学年
生産システム工学専攻

物質工学専攻
2 単位 選択 講義 前期

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

発生の目的、有性生殖
の意義を踏まえた上で発
生工学とは何かを説明
し、その問題点を把握し
ている。

発生の目的、有性生殖
の意義を踏まえた上で、
発生工学とは何かを説
明できる。

発生工学の基本的概念
を説明できる。

発生工学の基本的概念
を理解していない。

到達目標
②

シグナル伝達物質、転写
調節因子などの発生遺
伝子の機能を説明し、発
生工学において、それら
がどのように活用するこ
とが出来るかを説明でき
る。

シグナル伝達物質、転写
調節因子などの発生遺
伝子の機能を説明でき
る。

発生遺伝子とは何かを
説明できる。

発生遺伝子とは何か説
明できない。

到達目標
③

胃、小腸、大腸の構造と
働きを説明することがで
きる。肝臓の構造と化合
物の代謝・解毒 について
説明できる。 呼吸器の
構造と働きについて説明
できる。

各臓器（胃、小腸、大腸、
肝臓、呼吸器）の構造は
説明できるが、一部分の
働きについて説明ができ
ない。

胃、小腸、大腸の構造を
説明することができる。
肝臓の構造 について説
明できる。 呼吸器の構
造について説明できる。

胃、小腸、大腸の構造を
説明することができな
い。肝臓の構造 につい
て説明できない。 呼吸器
の構造について説明でき
ない。

到達目標
⑤

癌の発症、老化と寿命の
制御に関わる遺伝子の
機能を説明し、その相互
作用に関して説明でき
る。

癌の発症、老化と寿命の
制御に関わる遺伝子の
機能を説明することが出
来る。

癌、老化と寿命に関する
基本的な事柄を説明でき
ない。

癌、老化と寿命に関する
基本的な事柄を説明でき
ない。

学習・教育到達目標 (A)① JABEE基準１（２） （C）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

○ ○

総合評価割合 80 20

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○

到達目標
④

免疫のしくみと新病原体
およびDNA多型について
説明できる。

免疫のしくみと新病原体
およびDNA多型につい
て、３種類のうち２種類に
ついて説明できる。

免疫のしくみと新病原体
およびDNA多型につい
て、３種類のうち１種類に
ついて説明できる。

免疫のしくみと新病原体
およびDNA多型について
説明できない。



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書

補助教材等 生化学　関　周司著（三共出版）

学　習　上　の　留　意　点

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

新聞紙上などで、報道されるバイオ関連の知識を貪欲に吸収するように心がけること。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

　イントロダクション　現代の生命科学
（天内）講義の一部英語

２１世紀の科学とも呼ばれ、急速に進歩している現
代の生命科学の概要を理解する。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

 初期発生と奇形学（天内） 実際の動物の発生がどのように進むのか、そのプ
ロセスの概要を理解する。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

 発生遺伝子とは何か？（天内） 動物の発生過程の概要を理解した上で、発生メカ
ニズムが分子レベルでどの程度明らかとなっている
のかを理解する。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

 発生工学の基本概念（天内） 発生工学が何を目指しているのかを理解し、その
基本的手法と倫理的問題点を理解する。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

 受精と生殖工学（天内） 基本的な受精の仕組みを理解し、その知識を利用
した生殖工学の目的と基本的手法を理解する。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

 アルコール・農薬と健康（根来） 肝臓の構造と働きにについて説明することができ
る。また肝臓における化合物の代謝と解毒 につい
て説明できる。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

 ボディープラン（天内） 発生遺伝子によって動物の体づくりがどのように調節
されているのか、その基本的知識を身につけ、その知
識を活用することにより、発生工学的には何が可能と
なりつつかるのかを議論する。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

 食品と健康（根来） 食物の消化と吸収について、胃、小腸、大腸の構
造と働きを説明することができる。遺伝子組み換え
食品、食中毒について理解する。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 60 時間

 老化と寿命（天内） 老化と寿命に関して、遺伝子レベルでどのようなこ
とが明らかとなっているのかを理解する。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

答案返却・解答解説
全体の学習事項のまとめ
授業改善アンケートの実施

試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解でき
る。

期　末　試　験

総　学　習　時　間　数 90 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

 DNA多型（根来）  DNA多型研究の流れや原理について説明できる。
また、個人識別やアルコール感受性に関わる遺伝
子多型について説明できる。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

 癌（天内）講義の一部英語 癌（癌細胞）とは何かを理解し、遺伝子レベルにお
ける癌発症のメカニズムを理解する。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

 免疫のしくみと新病原体Ⅰ（根来） インフルエンザウイルス・ヒト免疫不全ウイルス
（HIV）および免疫系とその担当細胞について理解
することができる。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

 免疫のしくみと新病原体Ⅱ（根来） 免疫グロブリンとサイトカインについて理解すること
ができる。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること

 化学物質による中毒（根来） 呼吸器の構造と働きについて説明することができ
る。一酸化炭素中毒などについて理解する。

配布したプリントで再度専
門用語などの知識を定着
させること


